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職員組合では、事務系職員の組合に対する意識調査に取り組んできました。
このほど、その第１次集計が終わりましたので、その概略をお知らせします。

事務職員アンケート結果（ 月24日現在）3

（うち有効回答数 ）回答数 39 38

年齢別・性別内訳

代 男（ ） 女（ ）20 1 6
代 男（ ） 女（ ）30 6 5
代 男（ ） 女（ ）40 7 2
代 男（ ） 女（ ）50 4 4

( ）不明 4

職種別内訳

)定員内職員 男（ ） 女（17 8
)定員外職員 男（ ） 女（0 5
)パート職員 男（ ） 女（0 5

不明 （ ）4

アンケート回答

．岡山大学が「法人化」することで，１
ご自身にとってメリットがあるとお考え
ですか （ひとつを選択）。

法人化メリットあり２４％
デメリットあり ５０％

メリットがありそうだ （ ）a. 5。
どちらかといったらメリットがありb.
そうだ （ ）。 4
デメリットがありそうだ （ ）c. 10。
どちらかといったらデメリットがあd.
りそうだ （ ）。 9
分からない （ ）e. 9。
その他 （デメリットはあるが，社f. 1( )
会的にはメリットがあると思う ）。

．現在，文部科学省は教職員の身分に２
ついて「非公務員型 （教育公務員特例法」
も不適用）に変更する方針です。これに
伴い，賃金や労働条件は，人事院規則に
よる保証がなくなります。このことにつ
いてどうお考えですか （複数回答可）。

今こそ組合の出番
非公務員型―自分がどう評価さ
れるか不安
バランス上、組合が必要

今こそ組合の出番だ （ ）a. 8。
ひとりで当局と交渉する （ ）b. 1。
今まで通りの身分や待遇は保証されc.
ると思うので心配ない （ ）。 3
自分には能力があるので，不利になd.
ることはない （ ）。 0
自分の能力や仕事がどう評価されるe.

のか不安だ （ ）。 21
どんな労働条件でも，耐え切るしかf.
ない （ ）。 7

( )g. 7その他
◆今がどうなっていて，これからどう(

なるのかが具体的に分からない。◆労働
条件は悪くなると思う。◆非公務員化す
る方が望ましい。◆基本的な保証は必要

， 、だが 今までのような過度な保証体制は
時代に合わない。◆公平に対応できる組
織は必要だと思う。◆今までがぬるま湯
過ぎただけ。努力あるのみ。◆大学とし
ての組織の存続に関わることなら，ある
程度は耐えるしかない。◆国との契約に
よって公務員となったはずで，一方的に
そうでなくなるのは納得できない。◆バ
ランスを取る上でも「組合」の存在は必

)要になると思われる。

．今後組合は「過半数組合」に向けて３
努力していきますが，あなたは組合に加
入していますか （ひとつを選択）。

回答者のうち未加入者８０％弱

加入している （ ）a. 4。
未加入である （ ）b. 30。
加入していたが退会した （ ）c. 4。

．問3で 「未加入である 「加入してい４ ， 」
たが退会した」とお答えの方のみお答え
下さい。その理由は何ですか （複数回。
答可）

機会がなかった（誘われなかった）

機会がなかった（誘われなかった）a.
から （ ）。 12
公務員としての身分保障があったかb.
ら （ ）。 9
役員になると大変だから （ ）c. 3。
組合の活動姿勢に疑問をもっているd.
から （ ）。 7
労働組合一般によい印象をもっていe.
ないから （ ）。 3
組合費に見合ったメリットがないかf.
ら （ ）。 1
組合費が高いから （ ）g. 1。
組合に入ると上司がいい顔をしないh.
から （ ）。 2
雇用や賃金は，自分の力で守るものi.
であるから （ ）。 0
管理職（あるいは管理職扱い）なのj.

で加入できないから （ ）。 2
。（ ）k. 0組合活動で嫌な経験をしたから

( )l. 9その他
◆組合員（教官）に大変不愉快な思い(

をさせられた。制度上できない旨の説
明に対し，組合の名のもとに強圧的な姿
勢で対応された。◆教員中心，事務職員
は雑用，事務職員への差別意識。◆組合
は教官の問題には取り組むが，事務官の
労働条件の改善に取り組むとは思えな
い。◆組合があること自体を知らなかっ
たから。◆非常勤職員は加入できないと
聞いていた。あと，何をしているグルー
プなのかよく分からず，学生会館とかに
立て看板を立てているようなグループの
仲間かもと思っていた。◆興味がない。
◆日々雇用およびパートなので加入でき
ないと思っていた）

．問4をお答えの方のみお答え下さい。５
法人化された場合は，現在管理職指定を
受けておられる方も含めて，ほとんど全
ての方が被雇用者として組合加入資格を
持ちますが，法人化後は加入されるおつ
もりですか （複数回答可）。

加入・支持する―５１％
（うち加入する―３７％）
加入しない―１２％

加入するつもりだ （ ）a. 3。
機会があれば加入したい （ ）b. 10。
不満な点が改善されれば加入するc.

→特に不満な点をご記入ください（ ）2
加入はせず，支持をする （ ）d. 6。
できるなら加入したくない （ ）e. 1。
加入する意思はない （ ）f. 4。

( )g. 15分からない （。
（◆現在はほとんど教員の保証のため

にしか活動していない印象で，県立大学
の不祥事のようなことへの改善意欲が感
じられない。◆どうやって加入したらい
いのか分からない。毎月の費用なども知
りたい ）。

．現在の組合費は，各単組ごとに決め６
られていますが（例えばある単組では本
俸の0.6% ，組合費についてどうお考えで）
すか （複数回答可）。

組合費―助け合いの気持ちで

従来の通りでよい （ ）a. 7。
職種，職階ごとに一律の組合費とすb.

べきである （ ）。 5
（裏面に続く）

アンケートで新規加入3名！ 1
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．
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が
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れ
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は
常
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し
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る
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ほ
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。
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。
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○
○
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。
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。
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が
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．
法

人
化

に
よ

っ
て

，
自

分
自

身
に

メ
リ

ッ
１

，
ト
が
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ど
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．
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．
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に
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方

法
や
水

準
で

あ
れ

ば
異
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よ
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）

が
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そ
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で
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。
．

今
後

の
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合
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り

組
む

べ
き
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点
に

７ 関
し

て
は

「
雇

用
の
確

保
（

「
サ

ー
ビ

ス
，

」
）

19
残

業
の
廃

止
，

残
業

の
軽

減
（

「
賃

金
引

」
）

19
下

げ
反
対

ま
た

は
賃

金
引

き
上

げ
（

「
定

」
）

13
員

外
職

員
，
パ

ー
ト
職
員

の
待

遇
改

善
（

）
」

13
「

定
員
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対
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定
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」
）
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手
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引
下
げ

反
対

（
）
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多
か

っ
」

10
。

，「
」

た
今

後
残

業
を

す
る

に
し

て
も

労
使

協
定

が
必

要
に

な
る

の
で

，
そ

の
意

味
で

組
合

の
存

在
意
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大

き
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ろ
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。

◆
以

上
が

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

の
中

間
報

告
で

す
。

回
収

総
数

は
３

９
で

し
た

３
名

の
新

規
加

入
が

、
そ

の
な

か
で

が
あ

り
ま

し
た

。
雇

用
の

確
保

、
労

者 働
条

件
の

改
善

な
ど

、
職

場
か

ら
の

要
望

の
多

さ
や

、
組

合
に

対
す

る
潜

在
的

な
期

待
の

大
き

さ
に

は
、

身
の

引
き

締
ま

る
思

い
で

す
。

◆
回

答
の

一
つ

ひ
と

つ
か

ら
か

ら
も

伺
い

知
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
、

事
務

系
職

員
の

方
た

ち
の

置
か

れ
て

い
る

深
刻

な
状

況
に

つ
い

て
、

組
合

は
も

っ
と

も
っ

と
理

解
を

深
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

と
痛

感
い

た
し

ま
し

た
。

◆
新

し
い

国
立

大
学

法
人

の
下

で
は

、
よ

り
良

い
大

学
づ

く
り

の
た

め
に

、
労

働
条

件
の

改
善

、
働

き
が

い
の

あ
る

職
場

づ
く

り
の

仲
間

と
し

て
、

教
員

・
事

務
職

員
の

協
力

共
同

の
関

係
を

つ
く

り
あ

げ
て

い
く

こ
と

が
重

要
で

あ
り

、
組

合
が

そ
の

た
め

の
要

の
役

割
を

果
た

さ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

思
い

ま
す

。
◆

―
「

今
こ

そ
組

合
の

出
番

だ
」

こ
の

声
に

励
ま

さ
れ

て
、

微
力

な
が

ら
も

力
一

杯
が

ん
ば

り
ま

す
。

（
担

当
：

組
織

部
）

２
０

０
３

年
３

月
２

５
日

組
合

だ
よ

り
第

５
０

号
（

２
）

散 歩 道

「 春 は 名 の み の 風 の

冷 た さ 」 ― 。 小 学 唱 歌

が 思 わ ず 口 を つ い て で

る 風 の 冷 た さ で あ る 。

墓 石 を 覆 う 大 き な サ ザ

ン カ は 満 開 で 、 散 り 敷

い た 赤 い 花 び ら が 、 辺

り 一 面 を 覆 っ て い る 。

そ の 横 の 白 梅 が 、 や は

り 満 開 の 花 び ら を 風 に

ふ る わ せ て い る 。 そ の

奥 に ひ っ そ り と 咲 く や

ぶ 椿 。 さ な が ら 、 早 春

の 花 々 が 咲 き 誇 っ て い

る 楽 園 で あ る が 、 吹 き

抜 け て い く 風 は 、 思 い

っ き り 冷 た く 身 体 の シ

ン を 凍 ら せ る 。

近 藤 義 郎 先 生 の お 供

で 備 前 最 古 の 前 方 後 円

墳 浦 間 古 墳 を 訪 れ た 。

長 径 １ ８ ０ メ ー ト ル の

ス ケ ー ル を 誇 る 巨 大 古

。 、墳 だ 後 円 部 右 側 面 は

か な り 削 り 取 ら れ て 、

あ の サ ザ ン カ の 咲 く 墓

地 と な っ て い る 。

前 方 部 の 前 面 と 、 左

側 面 の か な り の 部 分

が 、 開 発 の 中 で 削 り 取

ら れ 、 団 地 の 建 物 や 遊

園 地 に 浸 食 さ れ て い

る 。 そ れ に し て も 、 こ

の 古 墳 は 、 そ の 原 型 を

き わ め て 先 鋭 な 形 で と

ど め て い る 。 ま た 、 見

、 、学 者 が 実 地 に 前 方 部

後 円 部 に 足 を 運 ん で 往

時 の 祭 祀 の 場 に 身 を 置

く こ と が で き る 古 墳 で

あ る 。 こ の 古 墳 は 、 前

方 部 に も か な り 高 く 盛

り 土 さ れ て い る 。

埋 葬 者 が あ り 、 平 ら に

整 地 さ れ た 前 方 部 も 祭

祀 空 間 で あ る 。 後 円 部

は 、 む ろ ん 前 方 部 よ り

も い っ そ う 高 く ま た 広

い 。 こ ち ら も 平 ら に 整

地 さ れ 、 壮 大 と 言 っ て

い い 祭 祀 空 間 が 広 が っ

て い る 。

ほ ぼ 中 央 部 に か つ て

の 発 掘 調 査 に よ っ て 掘

り 出 さ れ た 竪 穴 の 跡 が

埋 め 残 さ れ て い る 。 そ

の 棺 が 納 め ら れ た 箇 所

に 盛 り 土 さ れ 、 そ れ を

祭 神 と し 、 特 殊 器 台 、

特 殊 壺 を 囲 繞 し た 祭 祀

空 間 が 、 突 如 と し て 私

の 頭 の 中 に 浮 か び 上 が

る 。
だ が 、 こ の 古 墳 の 中

で 、 一 番 そ の 形 態 を シ

ャ ー プ に 主 張 し て い る

の は 「 バ チ 型 」 と 名、

づ け ら れ た 前 方 部 の 独

特 の 形 態 で あ る 。

「 」 、前 方 と い っ て も

こ の 方 形 は 、 四 角 形 で

あ る よ り は 、 三 味 線 の

バ チ そ っ く り の 形 状

で 、 方 部 の 端 は 、 そ れ

ぞ れ 鋭 角 に と が っ て あ

と 緩 や か な カ ー ブ で 、

後 円 部 に 連 続 す る 。

後 円 分 の 始 ま り あ た

り か ら 透 視 す る と 、 こ

の 独 特 の 彎 曲 が 形 作 る

稜 線 が く っ き り と 姿 を

現 す 。
春 寒 や

古 墳 の 下 の

や ぶ 椿

岡 山 の 古 墳 群 は 古 代 吉

備 と 大 和 と の あ る 関 係

を 語 り 続 け て い る 無 言

の 証 人 で あ る （ ｋ ）。

亡


